
学科・専攻  こどもの生活学科・専攻 
 
所感 

授業に対する教育理念を重視しながら、学生の自主性や主体性を伸長するための人格形成を意識し、教育の本質を

見失わぬように業務を推進していこうと考えている。 
氏名 加藤 万也 

 家政学部家政学科の教育目標は、本学の教育目標と教育方針の下、「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神の実践を通して社会的に自立して生きていく上で必要

な①スキル・リテラシー・教養等に関する一般的知識・技能と②家政に関する専門的知識・技能と③建学の精神・社会人基礎力・pisa 型学力を統合的に身に付け、

社会に出てから、これらの知識・技能をベースに生涯学習社会の中で自己の潜在能力をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢献できる人材を育成する

ことである。 

イ 家政学専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、これからの社会の新しいライフスタイルのデザインを提案することによって、人々の日常生活を衣・食・

住の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ロ 管理栄養士専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、管理栄養士の資格を生かして、チーム医療、健康増進・疾病予防、食育・栄養指導又は健康をテー

マにした食品の研究・開発等で活躍することによって、人々の日常生活を健康の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ハ こどもの生活専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の資格を生かして、こどもたちの学力および社会性・社会力の

基礎・基本を育てることによって、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を育成することである。 

 

１ 教育の責任 

 私は家政学部子どもの生活専攻の教員として 2021 年 3 月の時

点で 8年間教鞭を振るってきた。その中で、2020 年度は合計 6科

目担当した。右の一覧表のうち、各資格に対して必修および選択

必修科目となっている。（添付資料１） 

 

その他、就職指導、学生指導、オープンキャンパス模擬授業、資

格試験講座、等を担当した。 

科目名 学科・専攻 開講期 受講者数 備考 
こども生活学概論 こどもの生活学科 1 年前期 26 学科共通領域 

こども表現（図画工作 A） こどもの生活学科 1 年前期 26 幼保必修科目 

学泉アカデミー（アート＆デザイン） こどもの生活学科 1 年後期 26  

保育内容（表現 B） こどもの生活専攻 3 年後期 29 幼稚園必修科目 保育選択科目 

図画工作研究 こどもの生活専攻 3 年後期 26 小学校必修科目  

美術史 家政・管栄・こ生 4 年前期 30 基礎科目 

計 6 科目     

２ 教育の理念と目的 

 最高学府に在籍する大学生が「学ぶ」ということは、単に知識を身につけるだけではなく、主体性を持って社会に貢献できる人格や特性を身につけることも重

要な要素である。そのために課せられた教員の責務は、学修においても学生生活においても、社会のあらゆる問題を自らに関わる事象として捉えることのできる

想像力を発揮した「課題解決能力」を伸長する事であると考える。 

 そこで、芸術系（美術）の授業を担当する教員として常に意識しているのは、学生が自身のコンセプト（理念）を保持し、それに従った自身の思索を表明できる

力を身につけさせるという点である。それを実現するために、各学生が精確な自己認識をした上での自己肯定感を高く持つことにより、単に作品をうまく作り上

げることを越えて、自分のアイデアを発信することの真の意味を獲得することが可能になるのであろう。こうした発信力こそが、社会に対して主体的に貢献しう

る人格形成にダイレクトに結びついていくのだと考えている。そうした観点から、学生たちには、芸術系の授業を通して、集団内での同調圧力に屈しない主体性

や、社会変化に対して俊敏に反応できる状況把握力を身につけさせ、社会の中で自己確立ができるような素地を育成していきたい。 

 

３ 教育方法 

①「こども表現（図画工作）」等の演習授業は、主に作品制作を行っており、提示した制作課題に対するオリジナリティーを重要にしている。これは主体性をはじ

め、創造力や計画性を育成させることができる。また、ワークシートにて目標設定をさせ、自身の作品を振り返る機会も設けている。（添付資料２） 
②「図画工作研究」の授業は、主に模擬授業形式によって教育実践力を身につける形式をとっている。学生が企画した内容で指導案を作成し、授業展開を実施する

というものである。（添付資料３） 
③「美術史」は講義形式の授業であり、美術作品の時代的背景やアーティストの意識など、作品を解釈するための知識を活用し、自分たちの実生活との関連を示す

ことで、過去の芸術作品と現在が地続きであることを体感させている。（添付資料４） 
④「こども生活学概論」は家政学の視点から、「衣・食・住」の 3 要素に焦点を当て、これから大学で学ぶ子どもに関する生活学を、いくつかの資料をもとに熟慮

しながら知識と意識を広げることを重視した講義を行なっている。 

４ 授業改善の活動 

 授業評価アンケートを活用し、授業改善を行っている。ただし、アンケート結果を得るのは授業期間の終了後であるため、学生から授業後に直接聞き取りを行

ってきた。また、美術・図画工作系の科目に関して、教員養成科目および保育士養成科目を教えるという職責を果たす上で、最新の教育現場・保育現場の状況の

把握や教材研究に努めている。状況把握として、小学校や保育所で勤務する卒業生から現場状況を聞く機会を持ったり、様々なソースを用いて現場の状況を把握

したりするようにしている。また教材研究としては、大学美術教育学会と絵本学会に所属しており、学会発表や学会誌を熟読することで最新の状況を把握する様

にしている。 
 

５ 学生の授業評価 

 2020 年度の評価は添付資料のとおりである。（添付資料５） 特にこれまでの教育活動の成果として評価が高かったのは、項目１と２である。それは上記の教

育方法と改善が具体的に数値となって表れた結果であると言える。この結果を踏まえ、2021 年度の授業ではさらに学生の作業時間の時間を拡大し、さらに学生参

加型の授業に発展させていくことを計画している。このような授業にしていくことで項目３や４の評価も高まっていくことを期待したい。 
 

６ 学生の学修成果 

 上述の授業方法と改善によって、「柔軟性・創造力の高い小学校教員の育成」を意識し、より高い将来の自分を目指すように促す学生中心の授業展開を考慮した

ことで、最初は難しく思える内容でも次第に学生の理解が進むような授業を構築することができた。授業での学修が進むにつれて、主体的に予復習する学生が出

てきている。そのような反応としては、「初めは難しかったが、自分なりの工夫をできるようになった」や、意欲の喚起を示す「模擬授業後の講評によって、改善

すべき点を見つけられた」という感想を得ることができたと考えている（添付資料６）。 
 



2021 年 3 月 1 日改訂 
愛知学泉大学ティーチングポートフォリオ 

７ 授業科目に関連した教材開発 

 制作の授業では、わかりやすい見本をしっかりと示すことで、規定通りの制作ができるようにしている。さらに、規定をもとにした学生各自の発想によって、

オリジナリティーのある制作へと進化できるようサポートし、発想力と発信力によって自身の作品をプレゼンテーションできる授業構成にしている。その成果を

PCR シートによって教員が確認できる仕組みを整えている。（添付資料７） 
 一方、講義の授業では、学生の内容理解度を確認するため、および、授業理解に結びつけるために、毎回小テストを行っている。（添付資料８） 
 また、演習（模擬授業）の授業では、指導案の作成と授業実践によって問題解決力を高めるとともに、教育実践力を鍛えている。そして、評価する能力を磨くた

めのチェックシートの活用によって、分析力や客観的な視点を持つことができる構成で授業を行なっている。（添付資料９） 
 

８ 指導力向上のための取り組み 

 愛知学泉大学家政学部が主催する FD 研修会に参加し、教育改善の方策のヒントを得ている。また授業参観において、自身の授業に使える授業形態や指導方法、

学生指導についても、多くの要素を吸収している。（添付資料 10）。 
 

９ 今後の目標 

 短期的な目標としては、将来の進路を見据えた技術技能の習得から始まり、それをどのように活かせるかを考察させることで、演習授業が実質的な進路に直接

関連していることを意識づけさせることができるよう、授業改善を進める。加えてにチームティーチングをさらに深めさせ、技術獲得や模擬授業によって得た能

力を発揮できるような機会を設定し、単位の実質化を図る工夫を行う。 
 一方、長期的な目標としては、受講生やゼミ生との相互交流を深めることで、生きること自体が学びであることを教示することで、本学での学びにおける価値

観の習得が、自身の将来的にも実質性を内包していることに気付いてもらえるような関わりを構築・持続することであると考える。 
 

10 添付資料 
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